
(57)【要約】

【課題】シールの確実性、耐圧性、耐久性を確保し、そ

して騒音の問題を解決し、更に、部品点数を少なくして

製造を容易にし、コストの低減を図る。

【解決手段】弁ハウジング４内に備えた弁室１の流入通

路２側に、弁口５を開口している弁座６を有し、弁室１

内には、流入通路２から流出通路３への流体圧を受けた

とき弁座６から離れる側に移動して弁口５を開放し、流

出通路３から流入通路２への流体圧を受けたとき弁座６

方向に移動して弁口５を閉鎖する弁体７を備えたバルブ

において、弁座６を、弾性材料で形成された第１弁座部

１０と非弾性材料で形成された第２弁座部１１とで構成

し、弁体７が弁座６方向に移動したとき、弁体７が先ず

第１弁座部１０と当接し、次いで第１弁座部１０との当

接状態を保ったまま第１弁座部１０の弾性変形を得て第

２弁座部１１に当接するようにした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 部 に 備 え た 弁 室 の 片 側 に 流 入 通 路 が 形 成 さ れ 他 側 に 流 出 通 路 が 形 成 さ れ た 弁 ハ ウ ジ ン グ
の 、 前 記 弁 室 の 流 入 通 路 側 に 、 弁 口 を 開 口 し て い る 弁 座 を 有 し 、 弁 室 内 に は 、 前 記 流 入 通
路 か ら 前 記 流 出 通 路 へ の 流 体 圧 を 受 け た と き 前 記 弁 座 か ら 離 れ る 側 に 移 動 し て 前 記 弁 口 を
開 放 し 、 前 記 流 出 通 路 か ら 前 記 流 入 通 路 へ の 流 体 圧 を 受 け た と き 前 記 弁 座 方 向 に 移 動 し 弁
座 に 当 接 し て 弁 口 を 閉 鎖 す る 弁 体 を 備 え た バ ル ブ に お い て 、
前 記 弁 座 は 、 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 と 非 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ 弁 座 部 と で
構 成 さ れ 、 前 記 弁 体 が 弁 座 方 向 に 移 動 し た と き 、 弁 体 が 先 ず 第 １ 弁 座 部 と 当 接 し 、 次 い で
第 １ 弁 座 部 と の 当 接 状 態 を 保 っ た ま ま 第 １ 弁 座 部 の 弾 性 変 形 を 得 て 第 ２ 弁 座 部 に 当 接 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る バ ル ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弁 座 を 構 成 す る 前 記 第 ２ 弁 座 部 は 、 中 央 に 弁 口 を 開 口 し 、 該 弁 口 の 周 囲 を 当 接 座 面 と
し 、 前 記 第 １ 弁 座 部 は 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 の 外 周 に 、 該 第 ２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 よ
り 先 に 前 記 弁 体 に 接 触 す る よ う に 弁 室 内 に 突 出 す る 環 状 突 部 を 有 し 、 該 環 状 突 部 の 先 端 に
当 接 座 面 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ル ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 弁 座 を 構 成 す る 前 記 第 １ 弁 座 部 の 環 状 突 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 は 、 前 記 弁 体
が 流 入 通 路 側 に 移 動 す る 方 向 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と な る 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 第
２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 は 、 前 記 弁 体 が 流 入 通 路 側 に 移 動 す る 方 向 と 直 交 す る 平 面 状 に 形 成 さ
れ て お り 、
ま た 、 前 記 弁 座 に 当 接 す る 弁 体 は 、 前 記 第 １ 弁 座 部 の 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面
に 概 ね 対 応 す る 凸 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ 弁 座 部 に 当 接 す る 第 １ 当 接 面 と 、 前 記
第 ２ 弁 座 部 の 平 面 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 に 対 応 す る 平 面 状 に 形 成 さ れ 前 記 第 ２ 弁 座 部 に
当 接 す る 第 ２ 当 接 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ル ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 弁 体 は 、 胴 部 を 有 し 、 該 胴 部 の 側 面 は 、 移 動 方 向 の 前 後 を 小 径 と す る 凸 曲 面 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ル ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 弁 室 に は 弁 座 か ら 離 れ る 側 に 移 動 す る 弁 体 を 当 接 さ せ そ れ 以 上 の 移 動 を 阻 止 す る 壁 が
形 成 さ れ て お り 、 該 弁 室 に 備 え ら れ た 弁 体 に は 、 前 記 弁 座 に 開 口 す る 弁 口 に 遊 嵌 合 す る 嵌
合 突 起 が 形 成 さ れ 、 該 嵌 合 突 起 は 、 前 記 弁 体 が 弁 室 の 壁 に 当 接 す る ま で の 移 動 が あ っ て も
そ の 先 端 の 一 部 が 前 記 弁 口 内 に 止 ま る 長 さ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 ４ の い ず れ か に 記 載 の バ ル ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ に は 、 前 記 弁 体 を 弁 座 方 向 に 付 勢 す る ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の バ ル ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ 弁 座 部 は そ の 外 周 が 前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 流 入 通 路 に 螺 合 し て 取 り 付 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の バ ル ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 流 体 を 一 方 向 に の み 流 す バ ル ブ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
流 体 の 逆 流 を 阻 止 し 、 一 方 向 に の み 流 す 構 造 の バ ル ブ が 、 逆 止 弁 や 真 空 破 壊 弁 と し て 広 く
使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の バ ル ブ は 、 そ の 構 造 に よ り 各 種 タ イ プ の も の が あ り 、 取 り 付 け
ら れ る 設 備 や 配 管 の 状 況 に 応 じ て そ れ ぞ れ 適 し た も の が 選 択 さ れ て 使 用 さ れ る 。 ま た 、 弁
座 や 弁 体 に あ っ て も 、 弾 性 シ ー ル と い わ れ る 、 ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た も の や 、
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メ タ ル シ ー ル と い わ れ る 、 金 属 な ど の 非 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 弁 座 や 弁 体 に よ る シ ー ル が 弾 性 シ ー ル で あ る 場 合 、 シ ー ル 性 は よ い が 、 耐 圧 性 が 低 く
、 ま た 耐 久 性 に 欠 け る と い っ た 問 題 が あ り 、 一 方 、 メ タ ル シ ー ル で あ る 場 合 、 耐 圧 性 、 耐
久 性 は 高 い が 、 小 さ な ゴ ミ が 弁 座 と 弁 体 と の 間 に 挟 ま る 、 所 謂 ゴ ミ 噛 み に よ り 、 簡 単 に シ
ー ル 性 が 損 な わ れ 逆 流 が 起 こ り 易 い と い っ た 問 題 や 、 ま た 、 弁 の 閉 止 時 の 衝 撃 も 大 き く 、
騒 音 の 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る バ ル ブ と し て 、 内 部 に 備 え た 弁 室 の 片 側 に 流 入 通 路 が
形 成 さ れ 他 側 に 流 出 通 路 が 形 成 さ れ た 弁 ハ ウ ジ ン グ の 、 前 記 弁 室 の 流 入 通 路 側 に 、 弁 口 を
開 口 し て い る 弁 座 を 設 け 、 弁 室 内 に は 、 流 入 通 路 口 に 支 持 さ れ た ガ イ ド と 流 出 通 路 口 に 支
持 さ れ た ガ イ ド に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ た 軸 が 渡 さ れ 、 こ の 軸 に ゴ ム の 如 き 弾 性 材 料 か ら な
る 第 １ の 弁 体 部 と 、 金 属 の 如 き 硬 質 材 料 か ら な る 第 ２ の 弁 体 部 と で 構 成 さ れ て い る 弁 体 が
固 定 さ れ 、 そ し て 、 前 記 弁 座 に あ っ て は 、 前 記 第 １ の 弁 体 部 と 当 接 す る 第 １ の 弁 座 部 と 、
第 ２ の 弁 体 部 と 当 接 す る 第 ２ の 弁 座 部 と で 構 成 さ れ て お り 、 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流
体 の 逆 流 時 に 、 先 ず 、 前 記 第 １ の 弁 体 部 が 第 １ の 弁 座 部 に 当 接 し 、 次 い で 第 ２ の 弁 体 部 が
第 ２ の 弁 座 部 に 当 接 す る よ う に し た バ ル ブ が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。
） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
か か る バ ル ブ に よ れ ば 、 ゴ ム の 如 き 弾 性 材 料 か ら な る 第 １ の 弁 体 部 に よ り 、 ゴ ミ 噛 み が あ
っ て も シ ー ル の 確 実 性 を 確 保 し 、 そ し て 騒 音 の 問 題 を 解 決 し 、 金 属 の 如 き 硬 質 材 料 か ら な
る 第 ２ の 弁 体 部 に よ り 、 耐 圧 性 と 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ９ ４ ５ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 ガ イ ド に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ た 軸 に 固 定 さ れ た 、 ゴ ム の 如 き 弾 性 材 料
か ら な る 第 １ の 弁 体 部 と 、 金 属 の 如 き 硬 質 材 料 か ら な る 第 ２ の 弁 体 部 と で 構 成 さ れ て い る
弁 体 を 持 つ バ ル ブ に よ れ ば 、 前 記 弁 体 が 固 定 さ れ て い る 軸 を 摺 動 自 在 に 支 持 す る ガ イ ド が
抵 抗 と な っ て 流 体 の 流 れ の 障 害 と な り 、 ま た 、 弁 体 が 固 定 さ れ て い る 軸 と 、 こ の 軸 を 摺 動
自 在 に 支 持 す る ガ イ ド と の 間 の 摺 動 抵 抗 が 弁 体 の 移 動 の 妨 げ と な り 、 例 え ば 真 空 破 壊 弁 と
し て 使 用 し た と き 真 空 破 壊 圧 の 安 定 性 を 欠 く こ と に な る お そ れ が あ る 、 と い っ た 問 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 シ ー ル の 確 実 性 、 耐 圧 性 、 耐 久 性 を 確 保 し 、 そ し て 騒 音 の 問 題 を 解 決 し
、 更 に 、 部 品 点 数 を 少 な く し て 製 造 を 容 易 に し 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る バ ル ブ
を 提 供 す る こ と に あ る 。
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 流 体 の 抵 抗 が 少 な く 流 れ を よ く す る こ と が で き る バ ル ブ を 提 供 す る
こ と に あ る 。
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 弁 体 の 移 動 抵 抗 を 少 な く す る こ と が で き る バ ル ブ を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 内 部 に 備 え た 弁 室 の 片 側 に 流 入
通 路 が 形 成 さ れ 他 側 に 流 出 通 路 が 形 成 さ れ た 弁 ハ ウ ジ ン グ の 、 前 記 弁 室 の 流 入 通 路 側 に 、
弁 口 を 開 口 し て い る 弁 座 を 有 し 、 弁 室 内 に は 、 前 記 流 入 通 路 か ら 前 記 流 出 通 路 へ の 流 体 圧
を 受 け た と き 前 記 弁 座 か ら 離 れ る 側 に 移 動 し て 前 記 弁 口 を 開 放 し 、 前 記 流 出 通 路 か ら 前 記
流 入 通 路 へ の 流 体 圧 を 受 け た と き 前 記 弁 座 方 向 に 移 動 し 弁 座 に 当 接 し て 弁 口 を 閉 鎖 す る 弁
体 を 備 え た バ ル ブ に お い て 、 前 記 弁 座 は 、 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 と 非 弾 性 材 料
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で 形 成 さ れ た 第 ２ 弁 座 部 と で 構 成 さ れ 、 前 記 弁 体 が 弁 座 方 向 に 移 動 し た と き 、 弁 体 が 先 ず
第 １ 弁 座 部 と 当 接 し 、 次 い で 第 １ 弁 座 部 と の 当 接 状 態 を 保 っ た ま ま 第 １ 弁 座 部 の 弾 性 変 形
を 得 て 第 ２ 弁 座 部 に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る 構 成 か ら 、 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流 体 の 逆 流 時 に 、 前 記 弁 体 が 弁 座 方 向 に 移 動
し た と き 、 弁 体 が 先 ず 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 と 当 接 し 、 次 い で 第 １ 弁 座 部 と の
当 接 状 態 を 保 っ た ま ま 第 １ 弁 座 部 の 弾 性 変 形 を 得 て 非 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ 弁 座 部 に
当 接 す る の で 、 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 と の 当 接 に よ り 、 ゴ ミ 噛 み が あ っ て も シ
ー ル の 確 実 性 を 確 保 し 、 そ し て 弁 体 は 、 第 １ 弁 座 部 の 当 接 に よ る 衝 撃 が 第 １ 弁 座 部 の 弾 性
変 形 に よ り 緩 衝 さ れ 、 こ の 後 第 ２ 弁 座 部 に 当 接 す る の で 、 衝 撃 に よ る 騒 音 の 発 生 が 防 止 さ
れ 、 更 に 、 非 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ 弁 座 部 と の 当 接 に よ り 、 耐 圧 性 と 耐 久 性 が 確 保 で
き る 。 ま た 、 構 成 が 簡 単 で 、 部 品 点 数 が 少 な く て す む の で 、 製 造 が 容 易 と な り コ ス ト の 低
減 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 、 前 記 弁 座 を 構 成 す る 前 記 第 ２ 弁 座 部 が 、 中
央 に 弁 口 を 開 口 し 、 該 弁 口 の 周 囲 を 当 接 座 面 と し 、 前 記 第 １ 弁 座 部 は 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 の
当 接 座 面 の 外 周 に 、 該 第 ２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 よ り 先 に 前 記 弁 体 に 接 触 す る よ う に 弁 室 内 に
突 出 す る 環 状 突 部 を 有 し 、 該 環 状 突 部 の 先 端 に 当 接 座 面 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 構 成 か ら 、 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流 体 の 逆 流 時 に 、 前 記 弁 体 が 弁 座 方 向 に 移 動
し た と き 、 弁 体 が 先 ず 、 第 ２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 よ り 先 に 前 記 弁 体 に 接 触 す る よ う に 弁 室 内
に 突 出 す る 第 １ 弁 座 部 の 環 状 突 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 に 当 接 す る の で 、 弁 体 が 第
１ 弁 座 部 に 当 接 し た と き の 第 １ 弁 座 部 の 弾 性 変 形 を 確 実 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 、 前 記 弁 座 を 構 成 す る 前 記 第 １ 弁 座 部 の 環 状
突 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 は 、 前 記 弁 体 が 流 入 通 路 側 に 移 動 す る 方 向 に 向 か っ て 漸
次 小 径 と な る 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 は 、 前 記 弁 体 が 流 入 通
路 側 に 移 動 す る 方 向 と 直 交 す る 平 面 状 に 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 前 記 弁 座 に 当 接 す る 弁 体
は 、 前 記 第 １ 弁 座 部 の 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 に 概 ね 対 応 す る 凸 型 テ ー パ 状 に
形 成 さ れ た 前 記 第 １ 弁 座 部 に 当 接 す る 第 １ 当 接 面 と 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 の 平 面 状 に 形 成 さ れ
た 当 接 座 面 に 対 応 す る 平 面 状 に 形 成 さ れ 前 記 第 ２ 弁 座 部 に 当 接 す る 第 ２ 当 接 面 を 有 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
か か る 構 成 か ら 、 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流 体 の 逆 流 時 に 、 前 記 弁 体 が 弁 座 方 向 に 移 動
し 、 弁 体 の 凸 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 第 １ 当 接 面 が 第 １ 弁 座 部 の 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ
た 当 接 座 面 に 当 接 し た と き 、 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 が 凸 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ
れ た 第 １ 当 接 面 に よ っ て 外 周 方 向 に 押 し 広 げ ら れ 、 こ の 復 元 力 に よ っ て 前 記 弁 体 の 第 １ 当
接 面 と 第 １ 弁 座 部 の 当 接 座 面 と の 密 着 性 が 増 し 、 シ ー ル 性 が 向 上 す る 。 そ し て 、 前 記 第 ２
弁 座 部 の 当 接 座 面 は 、 前 記 弁 体 が 流 入 通 路 側 に 移 動 す る 方 向 と 直 交 す る 平 面 状 に 形 成 さ れ
て お り 、 弁 体 に は 前 記 第 ２ 弁 座 部 の 平 面 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 に 対 応 す る 平 面 状 に 形 成
さ れ た 第 ２ 当 接 面 を 有 し て い る の で 、 第 ２ 弁 座 部 の 当 接 座 面 が 移 動 し て く る 弁 体 の 第 ２ 当
接 面 を 確 実 に 受 け る こ と が で き 、 前 記 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 の 必 要 以 上 の 変 形
を 防 止 で き る の で 、 耐 圧 性 と 耐 久 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 、 前 記 弁 体 は 、 胴 部 を 有 し
、 該 胴 部 の 側 面 は 、 移 動 方 向 の 前 後 を 小 径 と す る 凸 曲 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
か か る 構 成 か ら 、 弁 室 の 内 壁 と 接 触 す る 弁 体 の 胴 部 は 点 接 触 と な り 、 弁 体 の 移 動 抵 抗 が 少

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-257521 A 2004.9.16



な く 、 ま た 、 移 動 に 引 っ か か り が 生 じ な い の で 、 弁 体 の 円 滑 で 安 定 し た 移 動 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 、 前 記 弁 室 に は 弁 座 か ら 離
れ る 側 に 移 動 す る 弁 体 を 当 接 さ せ そ れ 以 上 の 移 動 を 阻 止 す る 壁 が 形 成 さ れ て お り 、 該 弁 室
に 備 え ら れ た 弁 体 に は 、 前 記 弁 座 に 開 口 す る 弁 口 に 遊 嵌 合 す る 嵌 合 突 起 が 形 成 さ れ 、 該 嵌
合 突 起 は 、 前 記 弁 体 が 弁 室 の 壁 に 当 接 す る ま で の 移 動 が あ っ て も そ の 先 端 の 一 部 が 前 記 弁
口 内 に 止 ま る 長 さ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
か か る 構 成 か ら 、 弁 体 に 形 成 さ れ た 嵌 合 突 起 は 前 記 弁 座 に 開 口 す る 弁 口 内 に あ り 外 れ な い
の で 、 弁 室 内 に お い て 弁 体 を 軸 等 で 支 持 し な く て も 、 前 記 弁 体 が 弁 座 方 向 に 移 動 し た と き
、 弁 体 が 弁 座 に 確 実 に 当 接 し て 弁 口 を 閉 鎖 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 、 前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ に は 、
前 記 弁 体 を 弁 座 方 向 に 付 勢 す る ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
か か る 構 成 か ら 、 流 入 通 路 側 か ら 流 出 通 路 側 へ 流 体 が 流 れ て い な い と き は 、 弁 体 が ス プ リ
ン グ に 付 勢 さ れ て 弁 座 に 当 接 し 、 弁 座 に 開 口 す る 弁 口 が 閉 鎖 さ れ た 状 態 に あ る の で 、 逆 止
弁 と し て だ け で な く 、 真 空 破 壊 弁 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 は そ の 外
周 が 前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 流 入 通 路 に 螺 合 し て 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
か か る 構 成 か ら 、 構 成 が 一 層 簡 単 に な り 、 部 品 点 数 が 少 な く て す む の で 、 製 造 が 容 易 と な
り 一 層 の コ ス ト 低 減 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 乃 至 図 ３ は 本 発 明 に 係 る バ ル ブ の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 し た も の で 、 図 １ は バ ル ブ の
流 路 が 開 い て い る 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２ 、 図 ３ は 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流 体 の 逆
流 時 に お け る 弁 体 と 弁 座 と の 当 接 過 程 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 例 の バ ル ブ は 、 内 部 に 備 え た 弁 室 １ の 片 側 に 流 入 通 路 ２ が 形 成 さ れ 他 側 に 流 出 通 路 ３ が
形 成 さ れ た 筒 状 の 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ の 、 前 記 弁 室 １ の 流 入 通 路 ２ 側 に 、 弁 口 ５ を 開 口 し て い
る 弁 座 ６ を 有 し 、 弁 室 １ 内 に は 、 前 記 流 入 通 路 ２ か ら 前 記 流 出 通 路 ３ へ の 流 体 圧 を 受 け た
と き 前 記 弁 座 ６ か ら 離 れ る 側 に 移 動 し て 前 記 弁 口 ５ を 開 放 し 、 前 記 流 出 通 路 ３ か ら 前 記 流
入 通 路 ２ へ の 流 体 圧 を 受 け た と き 前 記 弁 座 ６ 方 向 に 移 動 し 弁 座 ６ に 当 接 し て 弁 口 ５ を 閉 鎖
す る 弁 体 ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ の 流 入 通 路 ２ 内 周 面 に は 流 入 側 配 管 に 螺 合 す る 雌 ね じ ８ が 形 成 さ れ 、
ま た 、 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ の 流 出 通 路 ３ を 形 成 す る 筒 部 の 外 周 面 に は 、 流 出 側 配 管 に 螺 合 す る
雄 ね じ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 弁 座 ６ は 、 ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 １ ０ と 金 属 な ど の 非 弾 性 材 料
で 形 成 さ れ た 第 ２ 弁 座 部 １ １ と か ら な り 、 前 記 弁 体 ７ が 弁 座 ６ 方 向 に 移 動 し た と き 、 弁 体
７ が 先 ず 第 １ 弁 座 部 １ ０ と 当 接 し 、 次 い で 第 １ 弁 座 部 １ ０ と の 当 接 状 態 を 保 っ た ま ま 第 １
弁 座 部 １ ０ の 弾 性 変 形 を 得 て 第 ２ 弁 座 部 １ １ に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
更 に 詳 細 に は 、 前 記 弁 座 ６ を 構 成 す る 第 ２ 弁 座 部 １ １ は 、 中 央 に 弁 口 ５ を 開 口 す る 流 路 孔
１ ３ が 形 成 さ れ 、 前 記 弁 口 ５ の 周 囲 を 当 接 座 面 １ ２ と し 、 こ の 当 接 座 面 １ ２ は 、 前 記 弁 体
７ が 流 入 通 路 ２ 側 に 移 動 す る 方 向 と 直 交 す る 平 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 第 １ 弁
座 部 １ ０ は 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ の 外 周 に 、 該 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面
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１ ２ よ り 先 に 前 記 弁 体 ７ に 接 触 す る よ う に 弁 室 １ 内 に 突 出 す る 環 状 突 部 １ ４ を 有 し 、 該 環
状 突 部 １ ４ の 先 端 に 当 接 座 面 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 環 状 突 部 １ ４ の 先 端 に 形 成 さ れ
た 当 接 座 面 １ ５ は 、 前 記 弁 体 ７ が 流 入 通 路 ２ 側 に 移 動 す る 方 向 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と な る
凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 例 で は 、 前 記 弁 座 ６ を 構 成 す る 第 ２ 弁 座 部 １ １ は 、 前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ の 流 入 通 路 ２ 内
周 面 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ ８ に 螺 合 可 能 な 雄 ね じ １ ６ が 形 成 さ れ た 基 体 １ ７ と 、 該 基 体 １ ７
の 弁 室 １ 側 に 突 出 し て 弁 口 ５ を 形 成 す る 筒 部 １ ８ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 第 １
弁 座 部 １ ０ は 、 中 央 に 前 記 筒 部 １ ８ の 外 周 に 嵌 合 可 能 な 孔 １ ９ を 有 す る 円 板 状 基 体 ２ ０ の
一 側 面 に 、 前 記 環 状 突 部 １ ４ が 形 成 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。 そ し て 、 第 １ 弁 座 部 １ ０ を
構 成 す る 円 板 状 基 体 ２ ０ を 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ を 構 成 す る 該 基 体 １ ７ に 形 成 さ れ て い る
筒 部 １ ８ の 外 周 に 嵌 合 し て 、 第 １ 弁 座 部 １ ０ と 第 ２ 弁 座 部 １ １ が 一 体 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 弁 座 ６ の 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ へ の 取 り 付 け に あ っ て は 、 第 １ 弁 座 部 １ ０
を 弁 室 １ 側 に 向 け て 第 ２ 弁 座 部 １ １ を 構 成 す る 基 体 １ ７ を 、 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ の 流 入 通 路 ２
内 周 面 に 形 成 さ れ た 流 入 側 配 管 に 螺 合 す る 雌 ね じ ８ を 利 用 し て 、 こ の 雌 ね じ ８ に 螺 合 す る
こ と に よ り 取 り 付 け ら れ る 。 こ の と き 、 前 記 弁 室 １ は 流 入 通 路 ２ よ り も 小 径 に 形 成 さ れ て
お り 、 前 記 第 １ 弁 座 部 １ ０ を 構 成 す る 円 板 状 基 体 ２ ０ の 外 周 部 が 、 流 入 通 路 ２ と 弁 室 １ と
の 間 に 形 成 さ れ る 段 部 ２ １ と 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ を 構 成 す る 基 体 １ ７ の 外 周 部 で 締 め 付 け
ら れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 第 １ 弁 座 部 １ ０ を 構 成 す る 円 板 状 基 体 ２ ０ は
、 弁 座 ６ と 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ と の 間 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 と し て の 機 能 も 果 た す こ と に な
る 。 更 に 、 前 記 弁 座 ６ と 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ と の 間 に は シ ー ル リ ン グ ２ ２ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た 弁 座 ６ に 当 接 す る 弁 体 ７ に あ っ て は 、 移 動 方 向 に 所 定 の 長
さ を 有 す る 胴 部 ２ ３ を 有 し 、 こ の 胴 部 ２ ３ の 弁 座 ６ と の 当 接 面 側 に 、 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 凹
型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 １ ５ に 概 ね 対 応 す る 凸 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 第 １ 当 接
面 ２ ４ と 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 平 面 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 １ ２ に 対 応 す る 平 面 状 に 形
成 さ れ た 第 ２ 当 接 面 ２ ５ を 有 し て お り 、 前 記 第 １ 当 接 面 ２ ４ が 前 記 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接
座 面 １ ５ と 、 第 ２ 当 接 面 ２ ５ が 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ と 当 接 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 前 記 弁 体 ７ を 構 成 す る 胴 部 ２ ３ は 、 弁 室 １ の 内 径 よ り 若 干 小 径 に 形 成 さ れ て お り 、
そ し て 、 そ の 側 面 ２ ６ は 、 移 動 方 向 の 前 後 を 小 径 と す る 凸 曲 面 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 胴
部 ２ ３ は そ の 側 面 ２ ６ が 弁 室 １ の 内 壁 に 点 接 触 に よ り 支 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 更 に
、 前 記 胴 部 ２ ３ に は 、 弁 室 １ 内 で 流 入 通 路 ２ 側 と 流 出 通 路 ３ 側 を 連 通 す る 連 通 溝 ２ ７ が 円
周 方 向 の 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 前 記 弁 体 ７ を 移 動 可 能 に 収 容 す る 弁 室 １ に は 、 弁 座 ６ か ら 離 れ る 側 に 移 動 す る 弁 体
７ を 当 接 さ せ そ れ 以 上 の 移 動 を 阻 止 す る 壁 ２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 弁 体 ７ を 構 成 す る
胴 部 ２ ３ の 移 動 方 向 の 長 さ は 、 前 記 弁 室 １ と の 関 係 に お い て 、 弁 体 ７ が 弁 座 ６ か ら 離 れ る
側 に 移 動 し て 壁 ２ ８ に 当 接 し た と き 、 離 反 し た 弁 体 ７ と 弁 座 ６ と の 間 に 流 体 の 流 れ に 必 要
な 空 間 を 確 保 で き る 長 さ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
更 に 、 前 記 弁 室 １ に 備 え ら れ た 弁 体 ７ に は 、 前 記 弁 座 ６ と の 当 接 面 側 に 、 前 記 弁 座 ６ に 開
口 す る 弁 口 ５ に 遊 嵌 合 す る 嵌 合 突 起 ２ ９ が 形 成 さ れ 、 該 嵌 合 突 起 ２ ９ は 、 前 記 弁 体 ７ が 弁
室 １ の 壁 ２ ８ に 当 接 す る ま で の 移 動 が あ っ て も そ の 先 端 の 一 部 が 前 記 弁 口 ５ 内 に 止 ま る 長
さ に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 嵌 合 突 起 ２ ９ は 基 部 を 弁 口 ５ の 内 径 と 概 ね 同 径 と し 、 先
端 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と し た テ ー パ 状 の ガ イ ド 面 ３ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 弁 体 ７ が 弁
座 ６ 方 向 に 移 動 し た と き 、 弁 口 ５ 内 を 奥 部 に 移 動 す る 前 記 嵌 合 突 起 ２ ９ の ガ イ ド 面 ３ ０ に
ガ イ ド さ れ て 、 前 記 弁 体 ７ の 第 １ 当 接 面 ２ ４ が 弁 座 ６ の 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ と
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、 第 ２ 当 接 面 ２ ５ が 弁 座 ６ の 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ と 確 実 に 当 接 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 前 記 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ 内 に は 、 流 出 通 路 ３ と 弁 室 １ と の 間 に 、 前 記 弁 体 ７ を 弁 座 ６ 方
向 に 付 勢 す る ス プ リ ン グ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ス プ リ ン グ ３ １ の 弾 発 力 は 、 前 記 弁
体 ７ を 弁 座 ６ に 当 接 し た 状 態 を 保 持 で き る 程 度 の 弱 い 弾 発 力 で よ い が 、 特 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 用 途 に よ っ て 適 宜 選 択 さ れ る 。 こ の ス プ リ ン グ ３ １ に あ っ て は 、 例 え ば 、 本
発 明 に 係 る バ ル ブ を 逆 止 弁 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 必 ず し も 必 要 と さ れ る も の で は な い が
、 真 空 破 壊 弁 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 必 須 の 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た バ ル ブ は 、 流 入 通 路 ２ か ら 流 出 通 路 ３ へ の 流 体 の 流 れ が あ っ た と
き 、 前 記 弁 体 ７ が 流 体 に 押 さ れ て 弁 座 ６ か ら 離 反 す る 方 向 に 移 動 し て 弁 口 ５ を 開 き 、 流 体
が 流 入 通 路 ２ か ら 流 出 通 路 ３ へ 流 れ る 。 反 対 に 、 流 体 が 流 出 通 路 ３ か ら 流 入 通 路 ２ へ 逆 流
し た と き 、 こ の 逆 流 し た 流 体 に 前 記 弁 体 ７ が 押 さ れ て 弁 座 ６ 方 向 に 移 動 し 、 弁 体 ７ の 第 １
当 接 面 ２ ４ が 先 ず 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ と 当 接 し 、 次 い で
第 １ 当 接 面 ２ ４ と 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ と の 当 接 状 態 を 保 っ た ま ま 第 １ 弁 座 部 １
０ の 弾 性 変 形 を 得 て 弁 体 ７ の 第 ２ 当 接 面 ２ ５ が 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ と 当 接 す る
。 こ の と き 、 弁 体 ７ の 第 １ 当 接 面 ２ ４ が 当 接 す る 前 記 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ は 、
環 状 突 部 １ ４ の 先 端 に 形 成 さ れ て い る の で 、 弁 体 ７ が 第 １ 弁 座 部 １ ０ に 当 接 し た と き の 第
１ 弁 座 部 １ ０ の 弾 性 変 形 を 確 実 に 得 る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ し て 、 前 記 弁 体 ７ の 第 １ 当 接 面 ２ ４ と 前 記 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ と の 当 接 に あ
っ て は 、 前 記 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ が 流 入 通 路 ２ 側 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と な る 凹
型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 弁 体 ７ の 第 １ 当 接 面 ２ ４ は 、 前 記 当 接 座 面 １ ５ に 概 ね 対 応
す る 凸 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 前 記 第 １ 当 接 面 ２ ４ が 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座
面 １ ５ に 当 接 し た と き 、 凹 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ た 当 接 座 面 １ ５ が 凸 型 テ ー パ 状 に 形 成 さ
れ た 第 １ 当 接 面 ２ ４ に よ っ て 外 周 方 向 に 押 し 広 げ ら れ 、 こ の 復 元 力 に よ っ て 前 記 弁 体 ７ の
第 １ 当 接 面 ２ ４ と 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ と の 密 着 性 が 増 し 、 シ ー ル 性 が 向 上 し 、
第 １ 当 接 面 ２ ４ と 当 接 座 面 １ ５ と の 間 に ゴ ミ 噛 み が あ っ て も シ ー ル の 確 実 性 を 確 保 し 流 体
漏 れ を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ し て 弁 体 ７ は 、 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 に よ る 衝 撃 が 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 弾 性 変 形 に よ り 緩
衝 さ れ 、 こ の 後 第 ２ 弁 座 部 １ １ に 当 接 す る の で 、 衝 撃 に よ る 騒 音 の 発 生 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 前 記 弁 体 ７ の 第 ２ 当 接 面 ２ ５ と 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ と の 当 接 に あ っ
て は 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ が 前 記 弁 体 ７ の 移 動 す る 方 向 と 直 交 す る 平 面 状
に 形 成 さ れ 、 ま た 、 弁 体 ７ の 第 ２ 当 接 面 ２ ５ は 、 前 記 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ に 対
応 す る 平 面 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ が 移 動 し て く る 弁 体
７ の 第 ２ 当 接 面 ２ ５ を 確 実 に 受 け る こ と が で き 、 前 記 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ 弁 座 部 １
０ の 必 要 以 上 の 変 形 を 防 止 で き る の で 、 耐 圧 性 と 耐 久 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 本 例 で は 、 前 記 弁 体 ７ に あ っ て は 、 移 動 方 向 に 所 定 の 長 さ を 有 す る 胴 部 ２ ３ を 有 し
、 こ の 胴 部 ２ ３ は 、 弁 室 １ の 内 径 よ り 若 干 小 径 に 形 成 さ れ て お り 、 そ し て 、 そ の 側 面 ２ ６
は 、 移 動 方 向 の 前 後 を 小 径 と す る 凸 曲 面 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 胴 部 ２ ３ は そ の 側 面 ２ ６
が 弁 室 １ の 内 壁 に 点 接 触 に よ り 支 持 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 弁 体 ７ の 移 動 抵 抗 が 少
な く 、 ま た 、 移 動 に 引 っ か か り が 生 じ な い の で 、 弁 体 ７ に 円 滑 で 安 定 し た 移 動 が 得 ら れ 、
特 に 、 真 空 破 壊 弁 と し て 使 用 し た と き に は 、 真 空 破 壊 圧 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 本 例 で は 、 前 記 弁 体 ７ を 移 動 可 能 に 収 容 す る 弁 室 １ に は 、 弁 座 ６ か ら 離 れ る 側 に 移
動 す る 弁 体 ７ を 当 接 さ せ そ れ 以 上 の 移 動 を 阻 止 す る 壁 ２ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 弁 室 １
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に 備 え ら れ た 弁 体 ７ に は 、 前 記 弁 座 ６ と の 当 接 面 側 に 、 前 記 弁 座 ６ に 開 口 す る 弁 口 ５ に 遊
嵌 合 す る 嵌 合 突 起 ２ ９ が 形 成 さ れ 、 該 嵌 合 突 起 ２ ９ は 、 前 記 弁 体 ７ が 弁 室 １ の 壁 ２ ８ に 当
接 す る ま で の 移 動 が あ っ て も そ の 先 端 の 一 部 が 前 記 弁 口 ５ 内 に 止 ま る 長 さ に 形 成 さ れ て い
る の で 、 弁 体 ７ に 形 成 さ れ た 嵌 合 突 起 ２ ９ が 常 に 前 記 弁 座 ６ に 開 口 す る 弁 口 ５ 内 に あ り 外
れ な い の で 、 弁 室 １ 内 に お い て 弁 体 ７ を 軸 等 で 支 持 し な く て も 、 前 記 弁 体 ７ が 弁 座 ６ 方 向
に 移 動 し た と き 、 弁 体 ７ が 弁 座 ６ に 確 実 に 当 接 し て 弁 口 ５ を 閉 鎖 す る こ と が で き る 。 ま た
、 前 記 の よ う に 、 弁 体 ７ を 支 持 す る 軸 等 の 必 要 が な い の で 、 そ の 分 摩 擦 に よ る 移 動 抵 抗 が
無 く 、 前 記 真 空 破 壊 弁 と し て 使 用 し た と き の 真 空 破 壊 圧 の 一 層 の 安 定 を 図 る こ と が で き 、
ま た 、 流 体 の 抵 抗 が 少 な く 良 好 な 流 れ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 前 記 嵌 合 突 起 ２ ９ に は 基 部 を 弁 口 ５ の 内 径 と 概 ね 同 径 と し 、 先 端 に 向 か っ て 漸 次 小
径 と し た テ ー パ 状 の ガ イ ド 面 ３ ０ が 形 成 さ れ 、 前 記 弁 体 ７ が 弁 座 ６ 方 向 に 移 動 し た と き 、
弁 口 ５ 内 を 奥 部 に 移 動 す る 前 記 嵌 合 突 起 ２ ９ の ガ イ ド 面 ３ ０ に ガ イ ド さ れ て 、 前 記 弁 体 ７
の 第 １ 当 接 面 ２ ４ が 弁 座 ６ の 第 １ 弁 座 部 １ ０ の 当 接 座 面 １ ５ と 、 第 ２ 当 接 面 ２ ５ が 弁 座 ６
の 第 ２ 弁 座 部 １ １ の 当 接 座 面 １ ２ と 確 実 に 当 接 す る よ う に な っ て い る の で 、 弁 体 ７ の 円 滑
な 移 動 と シ ー ル の 完 全 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
更 に は 、 本 発 明 に 係 る バ ル ブ は 、 前 記 の 通 り 部 品 点 数 が 少 な く 、 ま た 、 前 記 弁 座 ６ の 弁 ハ
ウ ジ ン グ ４ へ の 取 り 付 け は 、 第 １ 弁 座 部 １ ０ を 弁 室 １ 側 に 向 け て 第 ２ 弁 座 部 １ １ を 構 成 す
る 基 体 １ ７ を 、 弁 ハ ウ ジ ン グ ４ の 流 入 通 路 ２ 内 周 面 に 形 成 さ れ た 流 入 側 配 管 に 螺 合 す る 雌
ね じ ８ を 利 用 し て 、 こ の 雌 ね じ ８ に 螺 合 す る こ と に よ り 取 り 付 け て い る の で 、 雌 ね じ ８ が
流 入 側 配 管 の 接 続 と 第 ２ 弁 座 部 １ １ を 構 成 す る 基 体 １ ７ の 螺 合 に 兼 用 す る こ と に な り 、 こ
れ に よ り 部 品 点 数 を 少 な く で き る だ け で な く 、 製 造 が 容 易 と な り コ ス ト の 低 減 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に 係 る バ ル ブ に よ れ ば 、 シ ー ル の 確 実 性 、 耐 圧 性 、 耐 久 性 を 確 保 し 、
そ し て 騒 音 の 問 題 を 解 決 し 、 更 に 、 部 品 点 数 を 少 な く し て 製 造 を 容 易 に コ ス ト の 低 減 を 図
る こ と が で き 、 ま た 、 弁 体 の 移 動 抵 抗 を 少 な く す る こ と が で き る の で 、 特 に 、 真 空 破 壊 弁
と し て 使 用 し た と き に は 、 安 定 し た 真 空 破 壊 圧 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る バ ル ブ の 実 施 の 形 態 の 一 例 で 、 流 体 が 順 方 向 に 流 れ て い る と き の 流
路 が 開 い て い る 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流 体 の 逆 流 時 に お け る 弁 体 と 弁 座 と の 当 接 過 程 を 示 す
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 流 出 通 路 か ら 流 入 通 路 へ の 流 体 の 逆 流 時 に お け る 弁 体 と 弁 座 と の 当 接 過 程 を 示 す
縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 弁 室
２ 　 流 入 通 路
３ 　 流 出 通 路
４ 　 弁 ハ ウ ジ ン グ
５ 　 弁 口
６ 　 弁 座
７ 　 弁 体
８ 　 雌 ね じ
９ 　 雄 ね じ
１ ０ 　 第 １ 弁 座 部
１ １ 　 第 ２ 弁 座 部
１ ２ 　 当 接 座 面
１ ３ 　 流 路 孔
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１ ４ 　 環 状 突 部
１ ５ 　 当 接 座 面
１ ６ 　 雄 ね じ
１ ７ 　 基 体
１ ８ 　 筒 部
１ ９ 　 孔
２ ０ 　 円 板 状 基 体
２ １ 　 段 部
２ ２ 　 シ ー ル リ ン グ
２ ３ 　 胴 部
２ ４ 　 第 １ 当 接 面
２ ５ 　 第 ２ 当 接 面
２ ６ 　 側 面
２ ７ 　 連 通 溝
２ ８ 　 壁
２ ９ 　 嵌 合 突 起
３ ０ 　 ガ イ ド 面
３ １ 　 ス プ リ ン グ
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【 図 ３ 】

(10) JP 2004-257521 A 2004.9.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

